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2024年1月1日 

新年あけましておめでとうございます。 

2024年の干支は「辰」にあたります。「辰」は十二支の中で唯一架空の生き物、龍（竜）を意味します。水
や海の神として祀られてきた龍は、竜巻や雷などの自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり、
「龍が現れるとめでたいことが起こる」と伝えられてきました。「辰年」は「成功という芽が成長して姿を
整えていく」といった縁起の良さを表していると言えます。我が教室の後半戦、より成長した形で社会貢献
できるよう、尽力して参りたく存じます。 

最後になりましたが、皆様方のご多幸と益々のご発展を祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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2024年1月19日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は2024年、令和6年に入って初めての5回生1週ポリクリ
総括+めまいクルズスとなりました。このクールからポリクリ班は4名で構成されるようになりましたので、
以前よりさらに各人とのコミュニケーションが取りやすくなりました。総括は中咽頭Kを2例と下咽頭Kを1

例と、腫瘍に偏る週になりました。めまいクルズスは質問に回答してもらいながら、step by stepで進める
ことができました。 

明日はわが畝火同窓会の新年会ですが、残念ながら天気は曇りから雨のようです。年明けから巷ではいろい
ろ難しい出来事が起こりましたが、皆様方におかれましては良い週末をお過ごしください。 
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2024年1月20日 

本日、第60回畝火会新年総会・令和6年畝火研究会学術講演会が奈良ホテルにて開催されました。 

若手畝火賞、畝火賞にはそれぞれ田中瑛久先生と岡安唯先生が選ばれました。 

特別講演には、東京慈恵会医大耳鼻咽喉科学教室教授の鴻 信義先生に『慢性副鼻腔炎に関する最近の話題-

内視鏡下手術と術後加療を中心に-』のご講演をいただきました。鴻先生は長い間、鼻内視鏡手術のカリス
マとして多くの鼻副鼻腔手術の専門医を育てられてこられており、本日のご講演でも若手耳鼻咽喉科医に多
大な刺激を与えていただきました。 
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2024年1月26日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総括は真珠
腫性中耳炎の軽症と重症、歯性上顎道洞炎、睡眠時無呼吸および習慣性扁桃炎それぞれに扁摘。珍しく腫瘍
系の手術はなし。症例は4歳から75歳までと幅広く、耳鼻咽喉科の特徴を経験してもらうことができまし
た。続けて、めまいクルズスは問題提起型の質問回答で進めてみました。 

明日1月第4土曜は毎年、日耳鼻全国会議。東京日帰りになります。寒いようですが天気は良さそうです。皆
様も良い週末をお迎えください。 
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2024年2月1日 

今週は多くの耳鼻科医が頭頸部外科学会で愛媛に出張。代わりに今井貴夫臨床教授にポリクリ総括兼めまい
クルズスをお任せしました。ありがとうございました。 
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2024年2月1日 

令和6年2月1日～2日、愛媛県県民文化会館にて、第33回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会が開催され
ています。 

奈良県立医科大学関連では、奈良医大、近大奈良、ベルランド総合病院が参加し、近大奈良の衣川博貴先生
は家根旦有教授に見守られ、立派に初口演をこなしました 
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2024年2月9日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総括は穿孔
性中耳炎、真珠腫性中耳炎、鼻腔腫瘍、扁桃肥大症に関して症例をまとめてもらい、耳鼻咽喉科・良性疾患
に対する手術治療を経験してもらうことができました。めまいクルズスは問題提起型の質問回答と治療手技
としてYouTube動画を参考にしながら模型を使って浮遊耳石置換法を経験してもらいました。 

本日2月9日は漫画家・手塚治虫先生の命日にちなんで「漫画の日」に制定されています。手塚先生は大阪府
立北野高校から大阪大学医学部に進み、学位は奈良医大で取得されました。代表作の『ブラック・ジャック』
は1973年11月から1983年10月まで長きにわたり連載され、医療漫画というジャンルの先駆けとなりまし
た。その中で扱われた数多くの疾患の内、耳鼻咽喉科疾患は「耳硬化症」と「声帯ポリープ」。 

良い週末3連休をお過ごしください。 
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2024年2月15日 

今週もことのほか出張が多く、再び代わりに今井貴夫臨床教授にポリクリ総括兼めまいクルズスをお任せし
ました。ありがとうございました。 
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2024年2月22日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は天皇誕生日なので本日木曜午後に5回生1週ポリクリ総括+めま
いクルズスを開催しました。総括は真珠腫性中耳炎、耳下腺腫瘍、甲状腺腫瘍、頸部リンパ節腫脹の診断と
治療に関して、しっかりまとめていただきました。めまいクルズスは生命予後に関わる症例のトリアージに
続き、めまい疾患統計トップに君臨するBPPVの浮遊耳石置換法を学んでいただきました。 

本日は市立吹田市民病院から当めまいセンター診療の一連の流れを見学に来られていた山戸章行先生に、折
角ですのでポリクリにも参加していただきました。市立吹田市民病院は国立循環器病センターと組むことで
斬新かつ強力なめまい診療システムを構築しています。さらに耳鼻咽喉科としても新しいめまい診療システ
ムを導入する計画とのこと。頑張っていただきたく思います。 

三寒四温、明日はまた寒くなるようです。風邪など引かれませぬよう、楽しい週末3連休をお過ごしくださ
い。 
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2024年2月23日 
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2/9、2/10にりゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館で開催されました第47回日本嚥下医学会に参加しました。
当教室からは秋岡宏志医師、田中瑛久医師、石田千恵医師から演題発表させて頂きました。奈良県内での嚥
下診療はまだまだ発展途上ですが、若い医師達が興味を持って取り組んでくれていることを大変嬉しく思い
ます。奈良県の嚥下診療について県内他施設間で討議できる会を立ち上げて、この分野に対する知識・意
識・指導力を高めていきたいと思います。また、石田医師の演題に関してご指導を頂きました近畿大学 北野
睦三先生に感謝申し上げます。 
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2024年2月26日 

当科は睡眠時無呼吸治療に対する舌下神経刺激療法に大いに注力しています。 

既に海外では一般的になっている刺激装置植え込み術。日本では2021年に保険適用になって間もなく、これ
からの普及が期待されます。当科の上村裕和病院教授が、手術適応と判断するまでの他科との綿密な連携、
実際の手術手技とtips＆tricksをお届けに参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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2024年2月27日 

大阪府堺市中区にあるベルランド総合病院めまい難聴センターのセンター長であり、奈良医大めまい難聴セ
ンターの木曜を担当してくれている今井貴夫臨床教授が、このたびの石川県能登地方を震源とする能登半島
地震後にめまい症状が出現した方々を対象として、『めまいでお困りの方に対するオンライン健康相談』を
無料相談として行っています。めまいやふらつきがあるけれど、病院に行ったほうが良いのか、気を付ける
ことは何かなど、めまいで不安がある方のご相談に応じますので、お困りの方はぜひご相談ください。 
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2024年2月29日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は熊本で学生講義、明後日は長野で市民講座なので、本日木曜午
後に5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスをさせていただきました。総括は2名に人工内耳、あとは鼻腔血
管腫、甲状腺腫瘍をまとめていただきました。 

本日は4年に1度のうるう日。この10年でうるう日のポリクリは初めてです。すっかり忘れていましたが、単
純に4の倍数の年がうるう年ではないのですね。100の倍数となる場合は平年、しかし400の倍数となる場合
はうるう年なのでした。過去においては2000年は平年ではなくうるう年だったわけですが、しかし2100年
は平年になるのですね。おそらく経験できないでしょうが。そんな特別な日に大谷翔平選手が結婚を発表。 

明日からはもう3月に入ります。それでは良い週末をお過ごしください。 
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2024年3月4日 

今年も令和6年度の臨床統合講義が始まりました。初日は北原による『耳鼻咽喉科総論』『耳鼻咽喉科とめ
まい平衡医学』に引き続き、大阪ボイスセンターからお越しいただいた望月隆一非常勤講師による『耳鼻咽
喉科と音声言語医学』の3限連続対面講義となっています。 

さすが望月講師、開始早々からTHE TENORでテンション上げてます。当講義はPDF、YouTubeで復習でき
ます。めまいや音声というニッチな領域も是非エンジョイしてください。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2024年3月6日 

本学では研究マインドを身につけることを目的に2回生が1月4日から3月6日までの2カ月間でリサーチク
ラークシップを実施しています。 

今年度も2名の学生が耳鼻咽喉・頭頸部外科に配属され実験を行いました。その成果を本日WEB発表会にて
見事に発表しました。 

内容は「頭部急速運動を用いた耳石器機能検査の妥当性の検討」というタイトルでめまいの検査である
vHIT,VEMP,SVVを用いて新たな検査の開発を目指したものです。 

学生たちは合計50人以上の若年、高齢健常者を対象にSVVやVEMPなどの検査を実施し、眼球運動を共分散
構造分析にて解析するという難解な課題をしっかりとやりとげました。 

臨床ではまだまだわかっていないことが多く、常に臨床疑問を持ち仮説検証を実施していくことが新たな治
療法の開発につながり患者さんたちの生活を変えていきます。 

奈良県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科では常に研究マインドをもち、最良の医療を提供できる人材を育
成していくことを目指しています。 

今回の学生たちが将来、臨床をしながら研究にも興味を持って実践してくれることを祈っています。 
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2024年3月6日 

舌下神経刺激療法月間 

以下、上村裕和病院教授が報告します。 

第１週目は、京都で第10回植込み型舌下神経電気刺激装置植込み実施医研修会（2/24）が行われ、座学・
CSTの講師として参加させて頂きました。講義に対する質問も多く頂き大変熱い講習会でした。CSTを行わ
せて頂いた京都大学の施設（CAL）は大変素晴らしく、圧倒されました。京都大学 大森教授、本多先生、
藤村先生有難うございました。また、この研修会を修了し、奈良県立医科大学 木村隆浩医師が私に次いで2

人目の術者資格を取得しました。 

第２週目は、琉球大学で本治療導入に向けての講演を行わせて頂きました。当施設呼吸器内科 山内基雄医
師からは患者選定・長期管理について、私からは手術の注意点、コツについてお話しさせて頂きました。司
会をおつとめ頂きました琉球大学精神科 高江洲義和先生をはじめ、ご参加の多くの先生からご質問を頂
き、私たち奈良県立医科大学チームも大変勉強になりました。名嘉村クリニック 名嘉村 敬先生には、講演
会後のお疲れのところをクリニック内を内覧させて頂き、睡眠診療体制のお話を頂きました。山内医師も私
も施設の素晴らしさに驚くと同時に、名嘉村先生の真摯な姿に感銘を受けました。琉球大学の先生方、名嘉
村先生、大変お世話になりありがとうございました。 

第３週目は、喉頭科学会2日目 3/8（金）のモーニングセミナーでお話をさせて頂く機会を頂きました。学会
長 京都大学 大森教授に感謝申し上げます。朝早くからのセミナーとなりますが、多くの先生方にご参加頂
いて、この治療がさらに広く認知されることを期待しています。 
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2024年3月8日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5名に対して、5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズ
ス。本日の総括は耳鼻咽喉・頭頸部外科の広く万遍のない領域から、真珠腫性中耳炎/鼓室形成術、耳硬化
症/アブミ骨手術、耳下腺腫瘍/浅葉部分切除術、甲状腺腫瘍/腫瘍摘出術、副甲状腺機能亢進症/腺腫摘出術
と、興味深い症例が割り当てられ、診断と治療に関してしっかりまとめていただきました。 

耳鼻咽喉・頭頸部外科では、専攻医は4年間を認可施設研修し専門医試験に合格すれば耳鼻咽喉・頭頸部外
科全領域の専門医を取得することができます。この段階で一定のレベルで全領域の疾患に対応できる耳鼻科
医になったわけですが、次にどのような道を進むべきか。 

耳鼻咽喉・頭頸部外科には、耳科、鼻科、気管食道、音声言語、補聴器、めまい、顔面神経、嚥下、頭頸部
癌の各分野において、相談医、認定医、専門医、指導医等の制度が設立されていて、取得できればそれぞれ
の学会HPで医師氏名が公開され、耳鼻咽喉・頭頸部外科疾患でお困りの県民市民の良き道標になります。
耳鼻咽喉・頭頸部外科はこのようにシンプルかつ奥深いシステムで、これからの時代を背負う耳鼻科医のモ
チベーションを常に刺激し続けます。 

それでは皆様、素敵な週末をお過ごしください。 
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2024年3月11日 

Von Hippel–Lindau disease(VHL病)研究班は、京都大学眼科の辻川明孝教授を班長として、2022年度から2

年間にわたり、診療手引きの作成、指定難病の申請のため活動して参りました。耳鼻咽喉科領域では、京都
大学耳鼻咽喉科の山本典生先生、十名洋介先生には大変お世話になりました。 

下記URLでVHL病診療の手引き(2024年版)が公開されたことをご報告申し上げます。 

https://www.vhl-japan.com/medical/ 
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2024年3月12日 

AMED「慢性めまいの層別化治療と治療装置開発に関する研究」は徳島大学、富山大学、奈良医大の3大学
で推し進めています。実施予定期間は令和4年度から3年間、来月から最終年度に突入します。 

本研究は超高齢社会において非常に重要な新規治療戦略となりますし、理学療法士との連携や前庭リハ治療
の保険収載といった重要事項が詰まった密度の濃い研究です。データ収集、解析、報告と、つつがなくこな
していきたいと思います。 
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2024年3月12日 

舌下神経電気刺激療法月間３週目 

以下、上村裕和病院教授が報告します。 

3/7~3/8にウェスティン都ホテル京都で第36回日本喉頭科学会・学術集会が京都大学大森孝一会長のもと開
催されました。本学会2日目のモーニングセミナーにおいて講演をさせて頂きました。早朝からのセミナー
にも関わらず、約50人の先生方にご参加頂き有難うございました。また、このような講演の機会を与えて頂
きました大森孝一会長、司会を頂いた中田誠一先生（藤田医科大学 ばんたね病院 耳鼻咽喉科）、Inspire 

Medical Systems Japanの皆様に感謝申し上げます。先生方から頂いたご質問は、「植込み型舌下神経電気
刺激療法推進委員会」の今後の活動にも反映させていきたいと思います。このような境界領域における新規
治療は、若い先生方が活躍できる場として、また耳鼻咽喉科・頭頸部外科の医師が持つ高い技術力を提供す
る場として大変重要であると感じています。本治療が多くの患者様に快適な睡眠を届ける治療の一つとして
として広く普及していくことを願います。 
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2024年3月12日 

嶋 緑倫医学部長からクラブ顧問を引き継がせていただいた社会医学研究会、通称社医研。疾病により学業
を長期離脱せざるを得ない小児やその親御さんに寄り添うボランティアが、その活動の中心を成します。 

本日は6回生5名の追い出しコンパ。自己採点では全員合格とのことで安心しています。来月から奈良県内や
他府県に初期研修医として旅立ちますが、ひと回りもふた回りも大きくなって医大に戻ってきて欲しいです
ね。引き続きクラブ活動をサポートしていきたいと思います。 
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2024年3月13日 

りされもん氏が奈良医大の耳鼻咽喉科を訪ねて来てくれました。めまいにも興味を持つ初期研修医です。発
信力のある方ですので耳鼻咽喉科の楽しさに触れていただくと嬉しいです。 
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2024年3月14日 

当科は昨年度から、奈良県市民講座の3月を耳鼻咽喉科月間として「難聴・めまい」、8月を頭頸部外科月間
として「頭頸部がん」についてわかりやすくお話させていただき、さらにお話のあと市民相談会を開催して
います。 

本日午後2時30分より、奈良県医師会館＠大和八木で「難聴・ふらつき対策で認知症を予防しよう」を執り
行います。よろしくお願いいたします。 
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2024年3月14日 

本日は木曜日ですが、今井貴夫臨床教授に5回生1週ポリクリの総括＆めまいクルズスをお願いしました。今
井先生、ありがとうございました。 

ところで、奈良医大は医療を基礎とした街作り=Medicine Based Town(MBT)に力を入れていますが、当科は
そのMBTとコラボしてベスティブルフレイル=Vestibular Frailtyというフレーズ(世界初使用)を掲げ、原因不
明のめまい症の撲滅と高齢者めまいの克服に取り組んできました。 

このたび、その総説がOpen Access論文(J International Advanced Otology)として掲載されるに至りました。
和文著書(Progress in Medicine)と合わせて、お目通しいただければ幸いです。 
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2024年3月16日 

本日、アレルギー疾患医療連携WebセミナーIN奈良がWeb形式で開催されました。セミナーでは山下講師が
『変わりゆく好酸球性副鼻腔炎の治療戦略-耳鼻咽喉科医から伝えたいこと-』につき講演を行いました。今
回のセミナーは耳鼻咽喉科と呼吸器内科の合同開催で、特に合併することが多い好酸球性副鼻腔炎と喘息に
ついてスムーズに連携を取りながら治療することを目的として行われました。今必要な知識の共有や連携の
あり方を、呼吸器内科の室教授をはじめとした呼吸器内科の先生と議論させていただきました。 
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2024年3月20日 
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第19回日韓耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会KJJMが明日からソウルにて本格的に始まります。本日は北原教
授、上村病院教授、山下講師、尾崎助教のメンバーで韓国晋州にあるGyeonsang National Universtyに表敬
訪問させていただき、北原教授がmini-lectureを行いました。Prof. Seong-Ki Ahn 、Prof. Jung Je Park、昨年
に奈良医大耳鼻咽喉科に留学していただきましたSomi Ryu先生などをはじめ、Gyeonsang National 

Universtyの関連病院の先生方にもお集まりいただき大歓迎していただきました。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2024年3月21日 

今週は日韓耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会KJJMのソウル開催
のため、奈良医大から多くのスタッフが出張不在にしており
ますゆえ、奈良県西和医療センターの金田宏和部長・臨床教
授にご無理申し上げ、ポリクリ総括を実施いただきました。
医大生にとっても、非常に貴重な回になったと思います。金
田先生、ありがとうございました。 

同時に細井裕司奈良医大理事長・学長の企画された軟骨伝導
聴覚特集が、ENTONIから発刊されました。この夏7月13日
土曜に主催担当させていただく、耳鳴難聴研究会および軟骨
伝導研究会の合同開催@慶應大学医学部附属病院の方も併
せて、よろしくお願い申し上げます。 
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2024年3月23日 

 

第19回日韓耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会KJJMが2日間にわたり、韓国ソウルで開催されました。北原教授が
シンポジウムの座長を務め、上村病院教授、山下講師、ベルランド総合病院の今井先生がシンポジウムで講
演しました。 

また、尾崎助教とベルランド総合病院の木村医師もeポスターにて参加しました。 
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2024年3月26日 

奈良医大では女性研究者・医師支援センター「まほろば」が、妊娠・出産、育児、不妊治療、介護等のライ
フイベントにより、研究時間を十分に確保できない女性研究者・医師に対して、研究支援員を配置してくれ
ます。当科においてもこの制度を利用させていただき、助教昇進、科研費獲得という良い結果を得ることが
できました。医大生に占める女性の割合も年々上昇する中、非常に重要な支援制度と考えます。 
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2024年3月29日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は今年度最後の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズ
ス。本日の総括は、中咽頭、甲状腺、副甲状腺と主座を異にする頸部腫瘤3症例に対して、診断と治療をしっ
かりまとめてくれました。 

来年度になると、4月に関西医大が免疫アレルギー学会＠枚方、5月に大阪大学が日耳鼻総会学術講演会＠中
之島、6月に福井大学が耳鼻咽喉科臨床学会＠福井と、毎月各地で耳鼻咽喉科関連の全国学会が開催されま
す。そろそろ医大生を耳鼻科の全国学会に連れて行く、往年の学外イベントが復活すれば、耳鼻科の面白さ
をさらに伝えられるのではないか、と期待します。 

土日の天気はまずまずですが、桜はまだまだですね。皆様、良い週末をお過ごしください。 
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2024年3月30日 

3月31日付けで、尾崎大輔先生、田中瑛久先生がそれぞれ異動されることになりました。尾崎先生は奈良県
総合医療センターのスタッフになり、田中先生は国立癌センターでの研修が新しく始まります。 

また、B8病棟では霧下師長、木村主任を含め5人のスタッフが退職・異動することになりました。 

みなさまの新しい道でのさらなるご活躍を期待いたします。 
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2024年4月2日 

第9回耳鳴・難聴研究会ならびに第6回軟骨伝導聴覚研究会を2024年7月13日(土)に慶応義塾大学病院で同日・
同会場開催いたします。今年は奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室が事務局を担当させていただ
きます。 

両研究会とも演題募集期間の締め切りが迫ってまいりました。耳鳴・難聴、軟骨伝導聴覚に関する多くの演
題を募集しております。活発な議論ができますよう、皆様からの演題ご登録と研究会ご参加を心からお待ち
申し上げます。 

耳鳴・難聴研究会　演題提出先　jimei9th@naramed-u.ac.jp 

軟骨伝導聴覚研究会　演題提出先　t-nishim@naramed-u.ac.jp 
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2024年4月9日 

当科・診療助教の西村 在先生が今年度からめでたく、日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医に認定されま
した。 

西村先生は静岡がんセンターで3年間修行を重ね、奈良医大にて今日を迎えました。奈良県では16人目。耳
鼻咽喉科医としては唯一無二の存在です。 
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2024年4月12日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜
午後は令和6年度最初の5回生1週ポリクリ総括+

めまいクルズス。総括は、慢性中耳炎および慢
性副鼻腔炎の機能改善術、耳下腺腫瘍および甲
状腺腫瘍の腫瘍摘出術をしっかりまとめてくれ
ました。 

クルズスは、迅速で正確な診断と治療のコツに
加え、超高齢社会においてセルフケアで予防す
ることも重要としました。先月末に信濃毎日に
掲載されました、信州大学による「耳の日めま
い講演」の記事を紹介したく思います。 

新年度に入り暖かい日が多くなってきました。
食事会・飲み会が増える予感の週末。いよいよ
楽しい季節の到来です。 
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2024年4月13日 
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今週4月11日木曜から3日間、第4回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会が、大阪府枚方市の関西医大
キャンパス内ホールにて開催されました。岩井大大会長を盛り上げるべく、奈良医大から岡安唯講師、西村
在診療助教とともに参加させていただきました。関西医大医局の先生方、ありがとうございました。 

ところで私、北原は幼い頃から約30年間、実家のある枚方に住んでいましたので、私史上初の枚方開催の全
国学会に参加できて嬉しく思っています。 

子供の頃、当時全国でもここ京阪交野線高架下にしか無かった貸しレコード兼貸し漫画本の蔦屋1号店に、
足繁く通っていました。ちなみに、現在その場所には王将がお店を構えています。そして蔦屋はTSUTAYAと
して大きく成長し、枚方市駅前に立派なT-SITEを建てるに至っています。 
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2024年4月18日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は学術雑誌の編集会議にて東京出張ですので、本日木曜午後に5

回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスをさせていただきました。総括では異なる耳硬化症症例それぞれと睡
眠時無呼吸症、甲状腺腫瘍、副甲状腺腫瘍の診断と治療をまとめていただきました。 

昨今、学生授業・学生実習の一部を英語で実施するような指導が来ておりますゆえ、本日のめまいクルズス
では、当科めまい検査入院を英語で紹介する動画(http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/shows/2050142/)、BPPV

浮遊耳石置換法の実施手順を英語で解説する動画(https://www.youtube.com/watch?v=9SLm76jQg3g&t=1s)

を交えて勉強していただきました。 

それでは皆様、良い週末をお過ごしください。 
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2024年4月20日 

令和5年度奈良県耳鼻咽喉科三部会合同総会および第97回奈良県耳鼻咽喉科講習会が奈良医大厳橿会館にて
開催されました。今年の講演では北原教授が『奈良医大めまいセンターだより』として、めまい診断の基礎
から病診連携の在り方までを丁寧に説明いたしました。 
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2024年4月25日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は学会で上海出張なので、本日木曜午後に5回生1週ポリクリ総括
+めまいクルズスをさせていただきました。総括では伝音難聴に対する試験開放からの耳小骨連鎖再建症
例、両側高度感音難聴に対する両側人工内耳植込症例、睡眠時無呼吸症に対する舌下神経刺激装置植込症
例、甲状腺腫瘍に対する腫瘍摘出症例の診断と治療をまとめていただきました。非常にバラエティに富んだ
耳鼻咽喉科の醍醐味を総括させていただきました。 

いよいよ週末から、コロナ明け2024年のGWが始まります。皆様、まずはステキなGW前半をお過ごしくだ
さい。 
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2024年4月27日 
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2020年からコロナで延期になっていたthe 8th International Symposium on Ménière’s Disease and Inner Ear 

Disordersが、ようやく4年越し、4月26日fri-28日sunにかけて、上海国際会議中心にて開催されました。 

とても素晴らしいおもてなしの中、メニエール病における内耳造影MRIのパネルを無事終えることができま
した。 

3年後の2027年は、いよいよ東京で開催されることになったようです。 
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2024年5月1日 

昨日、関連病院である日本生命病院＠大阪市西区に出張し、メニエール病の外科手術をお手伝いさせていた
だきました。現在、耳鼻咽喉科部長を小泉敏三先生、頭頸部外科部長を金澤成典先生にお任せし、専門医で
ある栁田真希先生とともに盛り上げていただいてます。三木章平理事長をはじめ、笠山宗正名誉院長、立花 

功院長に親切にご対応いただき、感謝申し上げます。 

この日、奈良医大での勤務がちょうど10年経過しました。お陰様でメニエール病の手術も500例を超え、ス
トレスと内リンパ水腫とメニエール病の関係も少しずつわかってきました。今後さらに、メニエール病新薬
にも挑戦していきたいと考えます。 
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2024年5月17日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。今週は大阪中之島の国際会議場で日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会開催
中なので、本日金曜は午前に5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスをさせていただきました。総括では骨
融解を伴う真珠腫性中耳炎2症例、甲状腺濾胞性腫瘍1例、下咽頭K頸部郭清1例、それぞれ診断と治療に
少々手こずる症例をうまくまとめていただきました。 

今後とも耳鼻咽喉・頭頸部外科学をよろしくお願いします。 

午後は大阪中之島に参ります。 
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2024年5月18日 
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2024年5月15日（水）～18日（土）の日程で『第125回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会』
が大阪国際会議場にて開催されております。 

当科から中道医師が、突発性難聴患者と前庭神経炎患者における半規管障害の違いについて口演しました。
中道医師は今回が学会初口演でしたが、質疑応答も立派に務めてくれました。また大塚診療助教と西村講師
が、軟骨伝導補聴器に対する公的な支援の現状について報告しました。 

シンポジウムでは上村病院教授と北原教授が登壇し、それぞれ、口腔がんの診療の今後の有り方について、
そしてめまい診療における診断のプロセスについての講演を行いました。両講演とも質疑応答では熱い議論
が交わされ、全国の先生方の関心の高さがうかがわれました。 

学会開催にご尽力いただきました猪原秀典会長および大阪大学の皆様にはこの場を借りて厚く御礼申し上げ
ます。 
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2024年5月20日 
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令和6年5月19日日曜日、第8回畝火会ゴルフコンペが天野山カントリークラブで開催されました。昨年の三
重・島ヶ原に続き、今年の堺・天野山もこのコンペでは初コース。天気はOUTからINにかけて終始続くあい
にくの雨模様でしたが、年一のイベントということもあって例年通り多くの同窓の先生方にお集まりいただ
きました。 

レギュラーの部では常に安定感のあるプレーをされる菊岡政久先生、田辺修一先生、土谷利次先生がこの順
で順位を分けました。レディースの部では松村八千代先生が昨年に引き続き優勝しました。おめでとうござ
います。 

年々参加者の平均年齢が上昇しておりますので、是非とも北野先生、衛藤先生あたりの学年の先生方にこの
コンペを盛り上げていただければ嬉しく思います。 
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2024年5月24日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。本日の総括
は、慢性中耳炎に対する鼓室形成術、睡眠時無呼吸に対する口蓋扁桃摘出/咽頭扁桃切除術、IgA腎症に対す
る病巣扁桃摘出術、顎下腺腫瘍に対する腫瘍摘出術について、いずれも良性疾患であるがゆえの注意点につ
いて、しっかりまとめてくれました。 

教務課のご尽力により、例年になく教育カリキュラムの進行がスムーズで、1週ポリクリ終了まであと数グ
ループ。この段階で、次の選択ポリクリの行先はまだ決まっていません。当然そうあるべきなのですが、非
常にうれしいことです。 

来月の頭頸部癌学会、耳鼻咽喉科臨床学会、再来月の耳鳴難聴研究会、軟骨伝導聴覚研究会など、耳鼻咽喉
科の学会/研究会には是非、今後の耳鼻科候補生を連れていきたいと思います。 

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2024年5月28日 

本年度の医局説明会を2024年7月17日(水) 18:00から耳鼻咽喉・頭頸部外科医局において開催させていただ
きます。 

対象は初期研修医・医学生となっておりますが、後期研修医や奈良医大耳鼻咽喉科で一緒に働きたいと考え
ている先生方も大歓迎です。説明会後場所を移動して懇親会も行います。参加希望の方は耳鼻科医局（内
線: 3435）にご連絡いただければ幸いです。なお、遠方の方でwebでの参加をご希望される方は前日までに
耳鼻咽喉科医局までご連絡お願いいたします。 

（担当: 山下） 
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2024年1月20日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒例の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスを実施
しました。本日の総括は、鼓室形成術の型について、口蓋扁桃摘出術の合併症、甲状腺Kの組織型とその特
徴について、しっかりまとめてくれました。 

長年めまい診療に取り組んで参りますと、自分の中に2つのまったく逆方向を向いたモチベーションが高
まってくるのに気づきます。一つは「まだ誰も明らかにすることができていないめまい疾患の発症メカニズ
ムを解明したい」というモチベーションと、もう一つは「どんなレベルの耳鼻科研修医でもソツ無くこなせ
るめまい疾患の扱い方を確立したい」というモチベーションです。後者について賛否はあると思いますが少
し、略号の説明も無いままに書き記します。 

めまい患者さんから聞き出すべき問診事項は最低この2つ、めまいの自発性/誘発性とめまいの持続時間。自
発性めまいは患者さんが何をしているわけでもなく急に襲ってくるめまい、誘発性めまいは患者さんが物理
的に何か動作をしたときに引き起こされるめまいでその動作を止めればめまいも止まるというもの。よっ
て、自発性めまいは「先月は何回、それぞれ何時間のめまいがした」とはっきり言えるのが自発性めまい。
それがわかれば九分九厘、VP、MD、VM、VN/SDVのいずれか、めまい持続時間で正解を導くことができま
す。「ずーっとふわふわしている、何回とは数えられない」ならそれは誘発性めまい。おそらくクリニック
を訪れるめまい患者さんの大半は後者でしょう。それがわかれば九分九厘、BPPV、OD、VPD、PPPDのい
ずれか、つまり4者択一と言えます。ここまで来ればあと一息、それぞれ想定した疾患を裏付ける検査を行
うか、それができる施設に紹介するか。この単純明快なstrategyに辿り着くことができれば＝この大雑把な
考え方を受け入れることができれば、日々のめまい診療のストレスは消えます。すべてを機械的に進めるこ
とができるからです。 

ちなみに、曲がりなりにも診断ができたところで、治療でめまいを改善させることができなければ、それが
また大きなストレスになってしまいますが、ご安心ください。BPPVとODはヘッドアップ就寝が効果的です
し治療的診断にも有効です。VPDは理学療法士の前庭リハビリテーション。つまりは、誘発性めまいの上位
3疾患はめまい止めを出して帰宅させても、なかなか治らない(当たり前)のでお気を付けください。大雑把で
も良いから診断を付けることが肝要です。第4位のPPPDは、まだまだ客観的検査や効果的治療法が見つかっ
ていませんので手こずります。新潟大学のその後に期待します。 

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2024年6月7日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒例の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスを実施
しました。本日の総括は、鼓室形成術の病勢による再建型について、小児睡眠時無呼吸の特徴と手術適応、
甲状腺手術の合併症と対策について、しっかりまとめてくれました。 

昨日、6月6日は「芸事の日」。芸事の稽古は６歳の６月６日に始める、というならわしに由来します。先日、
全米女子オープンでワンツーフィニッシュを飾った笹生優花選手、渋野日向子選手。素晴らしい活躍でした
が、彼らもこの頃からゴルフを始めたとのこと。 

芸事と言って良いかわかりませんが、手術技量についてはどうか。今年3月に亡くなられた「神の手」とし
て知られる脳神経外科医・福島孝徳氏。やはりこの頃、戦後何も無かった時代に母親から教えられた折り紙
をひたすら折って遊んでいたとのことです。何事も早いうちからの準備が必要かも知れません。 

週末は天気も良く夏日になりそうな勢いです。それでは良い週末をお迎えください。 
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2024年6月11日 

このたび当科ではFacebookのみならず、X(旧Twitter)、Instagramを通して広報活動していくこととなりまし
た。 

アカウントは以下のとおりです。 

X(旧Twitter)　https://x.com/nmu_orl_hns 

Instagram　https://www.instagram.com/nmu_orl_hns/ 

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2024年6月14日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒例の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスを実施
しました。本日の総括は、真珠腫性中耳炎のstageと鼓室形成術のtypeについて、慢性副鼻腔炎の内視鏡手
術のtypeについて、好酸球性副鼻腔炎の病態-診断-治療について。耳鼻咽喉科における顕微鏡を用いた耳科
手術、内視鏡を用いた鼻科手術、抗体製剤を用いた指定難病治療をしっかりまとめてくれました。 

本日のめまいクルズスはBPPVとメニエール病。いずれもここ30年ほど新薬が出ること無く業界が停滞傾向
である現状を踏まえ、みんなで新しい治療法の可能性を考え意見を出してもらいました。考える医師を目指
したいですね。 

来週は頭頸部癌学会@浜松、再来週は耳鼻咽喉科臨床学会＠福井とバタバタしますが、良い週末をお過ごし
ください。 
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2024年6月19日 

嶋 緑倫医学部長からクラブ顧問を引き継がせていただいた社会医学研究会、通称社医研。疾病により学業
を長期離脱せざるを得ない小児やその親御さんに寄り添うボランティアが、その活動の中心を成します。 

新入部員が14名入ったとのことで、本日は大和八木の木曽路で新歓コンパ。引き続きクラブ活動をサポート
していきます。 
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2024年6月21日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒例の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスを実施
しました。本日の総括は、小児人工内耳の適応基準、甲状腺腫瘍の分類、顎下腺腫瘍の分類、扁桃摘出術の
術中術後合併症について、しっかりまとめてくれました。 

本日のめまいクルズスは「新築マンションを購入したけれど床が少し傾いていて帰宅すると頭痛やめまいが
する案件」、「宇宙飛行士が訓練を受けたにもかかわらず宇宙空間で宇宙酔いしてしまう案件」を、どうす
れば克服できるかみんなで考えてもらいました。解答は奈良医大耳鼻科YouTube「めまい患者さん向けセミ
ナー①：10分でわかるめまいのしくみ」をご確認ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=Mh-jto1Tn9w 

放課後はSNS動画コンサルタント・ライソン佐藤氏、初期研修医・りさレモン先生、白橿祭実行委員・亀岡
君(撮影者：実行委員長・朝井君)に、耳鼻咽喉科外来にお集まりいただき、耳鼻咽喉科勧誘かつめまい診療
教育につながる「白橿祭ｘ耳鼻咽喉科コラボ企画」を進めています。それでは良い週末を。 
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2024年6月21日 
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2024/06/20-21に開催された第48回頭頸部癌学会に参加してきました。 

当科からは木村助教、西村診療助教、石田医員が参加し、口演2演題、ポスター1演題、シンポジウム1演題
を発表しました。関連施設では、近大奈良病院、ベルランド総合病院からも計3演題を発表しました。また
初期研修医も1名参加しました。 

引き続き、当科からの学術、研究活動の発信を続けて参ります。 
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2024年6月23日 

昨日午後、ホテル日航奈良において、第33回奈良県耳鼻咽喉科感覚医学講習会が、現地＋web配信によるハ
イブリッド開催されました。 

特別講演1：和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・講師の大谷真喜子先生に「スポーツと耳鼻咽喉科」、特別講
演2：国際医療福祉大学医学部耳鼻咽喉科・教授の野口佳裕先生に「めまい・難聴に関連する遺伝子」をご
講演いただきました。 

いずれもスポーツと感覚医学、遺伝子と感覚医学という、これまでにない切り口の興味深い講習会になりま
した。 
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2024年6月27日 

本日は多くの医局員が耳鼻臨床@福井に出張していますので、今井貴夫臨床教授に今期最終のポリクリ総括
とめまいクルズスをお願いしました。 

明日は奈良も福井も雨模様です。 
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2024年6月29日 

奈良医大からは西村病院教授、山下講師、塩崎学内講師、大塚診療助教、衛藤医員、石田医員が参加し、ポ
スターでの演題発表を行いました。関連病院からも多数の演題を発表させていただき、また3名の初期研修
医も学会に参加させていただきました。 

お天気は初日が生憎の雨、2日目は快晴で気温があがり両極端な二日間をすごさせていただきました。駅前
には沢山の動く恐竜の像や骨格模型が立ち並んでおり、恐竜王国福井の勢いを肌で感じることが出来まし
た。福井大学耳鼻咽喉科の関係のみなさまに厚く御礼申し上げます。 

そして、奈良医大が担当させていただきます第87回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会まで一年を切りました。
たくさんの演題登録をお待ちしております。 
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2024年7月10日 

当科主要関連病院の一つ、日本生命病院 小泉敏三部長の手掛けた論文が、このたびLaryngoscope 

Investigative Otolaryngology誌にpublishされました。 

突発性難聴の内耳造影MRI所見において、蝸牛や前庭に灰色調の像を認める場合、発症時の難聴が高度でめ
まいも併発し聴力改善度に影響するなど、病理病態の重症度を示唆することがわかりました。 

これまで治る治らないに関わらず一括りにされてきた突発性難聴の病理病態が、今後はこの論文の提唱する
『SPEED分類』によって細分化される可能性があります。また、画像所見から疾患予後を推測できること
になり、患者への病状説明の根拠として重要な内容になると考えます。 

Open Access誌ですので、まずはご一読ください。 
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2024年7月11日 
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2024年7月11日・12日の日程で、三重県シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢にて第19回日本小児耳鼻咽
喉科学会総会・学術講演会が開催されています。当科からは北原教授が耳科セッション座長、森本助教が聴
覚セッションで聴力精査開始の遅れた高度、重度難聴児の報告を行いました。また関連病院の高井病院から
覚道医師が参加しています。 

2000年の歴史を有する伊勢神宮からも近しい会場には、耳鼻科医のみならず小児科医、言語聴覚士の先生
方の参加も多く見られます。 

本学会の開催に御尽力くださった三重大学耳鼻咽喉・頭頸部外科と小児科の先生方に感謝申し上げます。 
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2024年7月13日 

第9回耳鳴・難聴研究会ならびに第6回軟骨伝導聴覚研究会が本日、慶応義塾大学病院にて開催されました。
今年は両研究会ともに、奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室が事務局を担当させていただきまし
た。 

同日、同会場開催ということもあり、両研究会共に例年にましてたくさんのご参加をいただけたこともあ
り、多くの質疑応答をいただき活発な議論ができました。本当にありがとうございました。 

最後になりましたが、土曜日にもかかわらず会場をご提供いただきました慶應義塾大学耳鼻咽喉科の皆様に
は厚く御礼申し上げます。 
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2024年7月18日 

昨日、奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座の医局説明会を開催させていただきました。今年は初
期研修医だけでなく興味を持っていただきました学生さんにもご参加いただきました。 

今後も随時研修、見学、入局相談等を行わせていただきます。お気軽にお問い合わせいただければ幸いで
す。 

(担当:山下) 
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2024年7月20日 

昨年から企画実現された『南阪奈耳鼻咽喉科研究会』の第2回が、奈良医大、近畿大学、近大奈良、岸和田
市民の合同で、スイスホテル南海大阪にて現地開催されました。 

一般講演の共通トピックスは『患者背景を考えた治療選択』とし、特別講演は兵庫医科大学の都筑建三教授
にお越しいただき『上気道疾患と慢性咳嗽』についてご講演いただきました。 
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2024年7月27日 

本日令和6年7月27日土曜、グランドメルキュール奈良橿原において、第40回奈良県頭頸部腫瘍研究会が開催
されました。 

耳鼻咽喉・頭頸部外科からは木村助教が恒例の「令和5年奈良県頭頸部癌患者受診実態」、西村診療助教が
腫瘍内科的な「再発転移頭頸部扁平上皮癌における終末期薬物治療の考え方」の計2演題を発表しました。 

本研究会も今回でちょうど40回を数え、最新知見を交え議論も活発なものとなりました。引き続き、頭頸部
癌治療の開発と最新治療への取り組みを進めて参ります。 
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2024年7月28日 

以前から耳鼻咽喉科の市民講座企画として、毎年3月3日は補聴器などの耳の話、8月7日は花粉症などの鼻の
話に関するイベントが、各地で開催されてきました。最近では耳鼻科の正式名称である「耳鼻咽喉科・頭頸
部外科」にちなんで、3月を「耳鼻咽喉科月間」、7月を「頭頸部外科月間」として、それぞれの領域のこと
を市民により深く理解してもらうためのイベントが開催されるようになりました。 

奈良県でも今年3月には耳鼻咽喉科の北原から、耳鼻咽喉科月間企画「難聴・ふらつき対策で認知症を予防
しよう」を講演させていただきました。そして今週木曜には頭頸部外科の上村裕和から、「もっと知ってほ
しい“口腔がん・頭頸部がん」を解説いただきます。 

講演後は耳や鼻の病気に限らず、耳鼻科すべての病気に関して、県民の無料相談会を予定しております。お
時間お有りの方は是非、お誘い合わせの上、お運びください。 
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2024年8月1日 

奈良県総合医療センターの阪上 剛先生から、めでたく鼻科手術指導医として認定されたとの報告がありまし
た。県総は既に認可研修施設として承認されており、指導医は成尾一彦部長についで2人目ということにな
ります。 

日本鼻科学会ホームページにもありますように、この制度設立の原動力となった理念は、耳鼻咽喉・頭頸部
外科に関する熟練した技能と高度な専門知識とともに、鼻科領域の共通基盤となる基本的知識と技術、医療
倫理を併せ持ち、鼻科疾患の手術に関する専門的かつ高度で安全な治療を実践する能力を有する耳鼻咽喉科
医の育成です。 

今後より一層、鼻科手術の件数増加とそれに伴い抗体製剤を使用しなければならない難治症例の件数増加が
期待され、奈良医大とともに奈良県における鼻科診療の最先端を担うことになります。 

奈良医大関連施設から多くの鼻科手術指導医および認可研修施設が承認され、鼻科手術が栄えることを期待
します。 
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2024年8月3日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科の北原です。来年2025年6月26日木曜、27日金曜に、平城宮跡からほど近い奈良県コ
ンベンションセンターにて、第87回耳鼻咽喉科臨床学会を主催いたします。 

本日はその学会ホームページが正式に開設されましたので、お知らせさせていただきました。https://

gakkai.co.jp/porl87/ 

耳鼻咽喉・頭頸部外科が、本来持つ感覚医学および頭頸部外科学という、人々の日常の些細な幸せを支えて
いる素晴らしい分野であることに今一度立ち返り、耳鼻咽喉科業界が元気になる、社会が元気になるような
内容を目指し、学会テーマを『いのち輝く未来耳鼻咽喉科のデザイン』としました。 

学会の詳細につきましては、随時アップデートしつつアナウンスして参ります。ご確認のほど、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。 
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2024年8月9日 

耳鼻咽喉科の標準的な知識と技術を習得し、試験に合格して専門医になることは、耳鼻咽喉科医としての第
一関門です。さらに耳鼻咽喉科医としての可能性は、そこから無限に広がります。 

当科・岡安 唯講師は耳鼻咽喉科専門医でありながら「日本東洋医学認定漢方専門医」を取得。当科・西村 

在診療助教は耳鼻咽喉科専門医でありながら「がん薬物療法専門医」を取得。いずれも耳鼻咽喉科医として
は数少ない、希少価値の高いお二人です。 

たまたま同日、8月31日土曜に、岡安先生は「耳鳴の漢方治療」、西村先生は「高齢者の頭頸部がん薬物治
療」について講演します。是非ご聴講ください。 
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2024年8月22日 

今回は奈良総合医療センターの先生方や研修医の先生、ドイツから研修に来てくれている医学生含め、多く
の先生方に参加いただきました。 

側頭骨チームと鼻内視鏡チームに別れて実習を行いました。側頭骨は西村病院教授の、内視鏡は山下講師の
直接指導をうけながら、普段は見る事がない深部や細部の解剖に触れることができ、貴重な実習となりまし
た。 

研修医の先生方も手術機器や解剖について実際に手を動かして、体験することで益々手術に興味を持って頂
けたものと思います。 

実施に際しまして、第一解剖学、第二解剖学、脳神経外科学教室の先生方には大変お世話になり、この場を
お借りして、厚く御礼申し上げます。 
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2024年8月24日 

2024年8月24日（土）、耳鼻咽喉科医師・認定補聴器技能者を対象とした、「奈良県難聴対策に関する診療
連携の勉強会」が橿原オークホテルで行われました。 

奈良県における、より効果的な難聴支援のネットワーク形成を目的にした勉強会で、奈良県の主要病院、補
聴器を扱うクリニックの耳鼻咽喉科医師、多数の認定補聴器技能者の方がご参加下さいました。 

西村病院教授が、奈良県における難聴治療のパスウェイ（仮称∶奈良モデル）について解説し、病院と補聴器
店との新しい連携方法について確認しました。 

その後、参加者で補聴器/人工内耳についてなど、幅広い情報交換が行われました。 
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2024年8月31日 

先日、アナウンスさせていただいた奈良県耳鼻咽喉科漢方セミナーを、本日、台風10号の影響もあって完全
WEB形式により開催させていただきました。 

一般講演は当科・日本東洋医学会認定漢方専門医・指導医の岡安 唯講師に「耳鳴患者への漢方薬のエビデ
ンスと今後の臨床研究について」、特別講演は横浜市立みなと赤十字病院・めまい平衡神経科の新井基洋部
長に「めまいに役立つ漢方処方―漢方非専門医向けの薬剤選択のコツ―」をご講演いただきました。 

漢方伝来の地である奈良県において、今後も基礎と臨床の両面から漢方治療のエビデンスを深めていくこと
ができれば幸いです。 
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2024年9月1日 

当科のがん薬物療法専門医、西村 在診療助教が、静岡がんセンターでの国内留学の際に実施した、消化器
がんの悪液質に対するアナモレリンの有効性を、BMC palliative care誌にまとめました。 

がん悪液質は進行がん状態において食欲不振、倦怠感が出現する病態であり、がん治療においてQOLを悪化
させ、治療の大きな障壁になります。アナモレリンはがん悪液質を改善することが報告されていますが、実
臨床における有効性や有害事象は十分には明らかになっていません。 

頭頸部癌では未承認薬ですが、がん悪液質に対する治療は非常に大きな課題です。今後のさらなる治療開発
が待たれます。 
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2024年9月6日 

8月から9月にかけての約1ヶ月間、遠路はるばる
ヨーロッパ最大規模の大学病院、シャリテ・ベル
リン医科大学から、医学生David Buhnemann君が
当科に研修に来られました。 

無事、耳鼻咽喉科実習プログラムを終え、奈良を
含めた日本文化も満喫され、帰途につかれまし
た。将来またどこかでお会いできる日を楽しみに。 
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2024年9月6日 

今週水曜から3日間、遠路はるばる獨協医科大学埼玉医療センターから、海邊昭子講師が当科めまい難聴セ
ンターの見学に来られました。非常に忙しい診療の中、田中康広教授のご理解もあり、当センターの外来問
診診察、神経耳科学的検査、内耳造影MRIを経て、確定診断から前庭リハビリテーションまで、ほぼすべて
の流れをご覧いただくことができました。 

近い将来、両大学間での臨床研究のコラボなど、企画したいと思います。来年の耳鼻臨床、再来年の耳科学
会でも是非ご来奈良ください。 
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2024年9月6日 
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第37回日本口腔・咽頭科学会が、2024年9月5日(木)―6日(金)に和歌山城ホールで開催されました。当科か
らは、上村病院教授が閉塞性睡眠時無呼吸に対する新規治療である舌下神経電気刺激療法の術後効果につい
て発表いたしました。奈良医大は関西で唯一、症例が登録実施されている施設です。 

□舌下神経電気刺激療法の適応基準は以下になります 

* 18歳以上 

* OSAが中等度から重度（AHIが20以上で、中枢性無呼吸が25％未満） 

* CPAP治療継続困難 

* 高度の肥満ではない。BMIが30未満 

* 扁桃肥大等の解剖学的異常がない 

* 薬物睡眠下内視鏡検査で不適応と診断されていない(当科で実施) 

上記を満たす患者様は、お問い合わせ下さい。 

また学会を開催くださいました、和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座の関係者の皆様、大変お
疲れ様でした。 
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2024年9月7日 

今年の第8回奈良-大阪耳鼻咽喉科研究会(旧：奈良-大阪めまい研究会)は、例年通り9月7日土曜にシェラトン
都ホテル上本町でハイブリッド開催となりました。 

今回は大阪回生病院・めまいセンターの藤田信哉センター長にご担当いただき、関西医科大学・呼吸器感染
症アレルギー科の宮下修行教授に「耳鼻咽喉科感染症治療と耐性菌対策の両立を目指して」、目白大学・耳
科学研究所クリニックの伏木宏彰院長に「テクノロジーを用いためまい診療」をご講演いただきました。 
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来年は奈良県立医科大学の担当で、明るく楽しい耳鼻咽喉科の未来を予感させるような企画を目指したいと
思います。 
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2024年9月12日 
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本日は豊中市千里保健センターと奈良医大めまい難聴センターとのコラボで、令和6年度 耳からはじめる
『脳活教室』を開催しました。場所は千里中央駅パルやま奥、千里文化センターにて。 

1時間に25名をお迎えしての3部構成。トータル75名の豊中市民の方々にご利用いただきました。参加受付は
当日即完売(無料)だった模様。健康意識の高い地域なのかも知れません。 

ユニバーサルサウンドデザインの中石真一路様のご尽力で、今回からヒアリングフレイルに加えベスティブ
ルフレイルの活動が始まりました。超高齢社会を迎える日本の耳鼻咽喉科として、非常に重要なイベントと
考えます。今後さらに注力して参ります。 
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2024年9月13日 

奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科に吉報が届きました。研修医の内柴先生が来年度から医局の一員に
なる決断をしてくださいました。 

本日はうれしさのあまり、内柴先生を囲む会を早速開催いたしました。 
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2024年9月25日 

めまい診療のコツは、めまい症状をよく聞き取り、め
まいが起こったときの状況証拠を積み上げ、疑わしい
病気をリストアップ、決め手となる検査、そして診断に
こぎ着けることです。 

高校生、医大生に対して、奈良医大の大学祭「かしふ
祭」で「めまいと平衡感覚のお話」＋「のどと声を出
すメカニズムのお話」を講義します。ご父兄、お友
達、お誘い合わせの上、お気軽にご来場ください。 

https://www.kashifusai2024.com/ 

https://www.facebook.com/share/v/18uM2deG4W/ 

日時：2024年10月27日日曜13:00-16:00（講義途中での出入り自由！） 

場所：奈良県立医科大学♦臨床講堂 

1. 南奈良総合医療センター♦初期研修医♦中島梨沙Dr「医師2年目の現在地　りされもん流キャリアデザイ
ン」：医師を目指すあなたの道標、羅針盤になるでしょう。 

2. あべのハルカス坂本耳鼻咽喉科♦ボイスセンター♦望月隆一Dr「たかが声。されど声。ー実は”のど”って、
すごいらしい！ー」：歌姫が登場するかも知れません。ご期待ください。 

3. 奈良医大耳鼻咽喉科♦めまいセンター♦北原「めまいの原因を探ってみよう★君も名探偵コナン★」：りさ
れもん先生とコラボの聴衆参加型講義。実際にめまい検査を受けてみてください。 

その他、「かしふ祭」の2日間、スキルスラボにて、眼振計や重心動揺計に触れていただき、自分の平衡感
覚をチェックしてもらえます。 
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2024年10月5日 

第34回日本耳科学会総会・学術講演会が10月2日から本日までの3日間、ウィンクあいちにて開催されまし
た。 

当科、そして関連病院から多数参加させていただき、講演・症例報告等を行いました。学会の事務局名古屋
大学の関係の皆様には厚く御礼申し上げます。 

また、再来年の耳科学会学術講演会は奈良医大が担当させていただくことになっております。 

皆様に奈良でお会いできる日を楽しみにしております。 
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2024年10月12日 

第39回日本耳鼻咽喉科漢方研究会が、本日2024年10月12日(土)に、東京コンファレンスセンター品川で開催
されました。大会長は北里大学 耳鼻咽喉科 山下 拓先生、テーマは「漢方の可視化」。 

特別講演は東京慈恵会医科大学 疼痛制御研究講座 上園保仁先生および八戸市立市民病院 漢方内科部長 川
村 強先生。当科からは、北野公一医員が牛車腎気丸を用いた耳鳴の臨床研究、植田景太大学院生が六君子
湯を用いた耳石の基礎研究を発表しました。いずれも、今後のデータ蓄積から得られる結果が楽しみです。 
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2024年10月19日 
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令和6年度奈良県耳鼻咽喉科医会総会および第98回奈良県耳鼻咽喉科講習会がホテル日航奈良にて開催され
ました。 

特別講演では、慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科•頭頸部外科教授の小澤宏之先生と川崎医科大学耳鼻咽喉・
頭頸部外科臨床講師の兵行義先生にご講演いただきました。小澤教授には、頭頸部癌における遺伝情報の活
用という最先端の内容を、兵先生には、小児鼻・副鼻腔炎治療の重要性につき、非常にわかりやすくご講演
いただきました。 
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2024年10月24日 

本日、奈良医大関連施設である大阪回生病院において、望月隆一先生のMicroscopic Laryngeal Surgeryが、
記念すべき2500件に達しました。音声一筋30年以上注力され、一例一例丁寧に積み重ねてこられた症例に
は、多くの感動的な耳鼻咽喉科ストーリーが秘められています。そんな望月隆一先生のmini講演が、今年の
奈良医大『かしふ祭』で聴講できます。10月27日日曜14時から、教養教育棟第2講義室にて。お題目は『た
かが声。されど声。ー実は”のど”って、すばらしい！ー』。望月先生と懇意にされている歌姫が登場します。
乞うご期待。ちなみに、同日同講義室で13時から南奈良総合医療センター・初期研修医、りされもん先生の
『医師2年目の現在地：とらわれを問い直す』。15時から奈良医大・耳鼻咽喉科、北原の『めまいの原因を
探ってみよう☆君も名探偵コナン☆』もお見逃しなく。奈良医大『かしふ祭』は一般開放されていますの
で、医大を目指す高校生は是非、ご両親と見学にお越しください。 
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2024年10月25日 
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帝京平成大学　池袋キャンパスで、2024年10月23日（水）～25日（金）の日程で、第69回日本聴覚医学会
総会・学術講演会が行なわれています。 

当科からは、西村病院教授、岡安講師、森本助教、大塚診療助教、関連施設から下倉准教授が参加していま
す。今回は初期研修医の先生も参加してくれています。当科からはすべて軟骨伝導補聴器に関する演題で、
西村は補聴器の耐久性について、大塚は公的支援について、岡安は耳介の状態と装用効果について、森本は
補聴研究会でフィッティングの実際の流れを解説しました。下倉は残業除去フィルタについて報告しまし
た。 

他施設からも軟骨伝導補聴器の演題を多数発表していただいており、装用者の増加に伴い公的支援が充実さ
れていくことを願っています。 

本学会を開催くださいました、会長の伊藤健先生はじめ、帝京大学耳鼻咽喉科学講座の皆様に御礼申し上げ
ます。 
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2024年10月25日 

いよいよ奈良医大・大学祭である『かしふ祭』が、10月26日土曜、27日日曜の2日間にわたり開催されます。 

毎年医学展示が行われますが、今年は耳鼻咽喉科から『重心動揺検査』と『赤外線眼振検査』が出展されま
す。自分の平衡感覚を確認しつつ、良い結果が出ればお土産を持って帰っていただくことになっています。 

場所は動画のごとく、医大病院南玄関から出て180°振り返ったところにある教育研修棟の2階です。よろし

くお願いします🙇  
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2024年11月10日 

本日、当科大学院生の景山魁先生と言語聴覚士の優里さんが結婚式を挙げられました。末長くお幸せに。 
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2024年11月16日 
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2024年11月13日～15日の3日間で名古屋コンベンションホールにて第83回日本めまい平衡医学会総会・学術
講演会が開催されました。 

当科及び関連病院からは相談医ブラッシュアップセミナーで北原糺教授、シンポジウム1でベルランド総合
病院めまい難聴センターの今井貴夫センター長、シンポジウム2で阪上雅治助教、シンポジウム3で和田佳郎
特任講師の講演があり、一般演題発表では6演題と多くの演題を発表しました。当科の特徴の一つであるめ
まい診療について様々な内容の新たな知見を公表しました。患者さんの治療を行う上で最新の知見を得つ
つ、より良い医療を提供できるよう教室として精進していこうと思います。 

今回は研修医の先生や4週ポリクリの学生さんも参加いただき、フレッシュな気分で充実した学会となりま
した。学会をご開催くださいました名古屋市立大学耳鼻咽喉・頭頸部外科の岩﨑真一教授はじめ、スタッフ
の皆様に感謝申し上げます。 
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2024年11月17日 

大学院生の論文が先月相次いで受理/掲載されました。 

植田景太先生の論文は「マウス耳石器の形態と機能の加齢による変化を観察したもの」で、耳石器疾患の治
療を考える上で重要な基礎的論文になると考えます。 

木村隆浩先生の論文は「健常人に検出された無症候性内リンパ水腫を5年間追いかけたもの」で、メニエー
ル病の発症機序解明に近づく重要な論文になると考えます。 

西村 在先生の論文は「頭頸部癌に対するNivolumabの治療成績を検討したもの」で、PS不良例が再発/転移
に対して予後不良であることを示す臨床的に意義ある論文です。 
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2024年11月21日 

いよいよ本日正午から、第87回耳鼻咽喉科臨床学会の演題登録が開始されました。2025年6月26日木曜と27

日金曜、平城宮跡にほど近い奈良県コンベンションセンターにて開催されます。 

魅力的な企画をちりばめたプログラム構成となっております。吉村洋文関西万博理事による万博裏話(予
定)。有働由美子キャスターによる音声パネル(予定)。頑張って発表してくれた学生・研修医には万博にちな
んだ参加賞のご準備。ベテランの先生方からは耳鼻咽喉科医と患者との間に生まれた泣けるような感動ス
トーリーをお聞かせいただきます。 

その他、ほうせき箱さんの絶品かき氷、総本家平宗の柿の葉寿司、奈良県地ビールなどもお楽しみいただき
たく考えております。 

昨年の塚原会長、今年の藤枝会長と引き継がれたmotto「楽しくなければ耳鼻臨じゃない！」を掲げつつ、
いにしえ当時と変わらぬ色彩豊かな紫陽花が咲き乱れ、神の遣いである鹿たちが闊歩する、美しく神秘に満
ちた初夏の奈良にて、多くの皆様方のご参加ならびにご発表をお待ち申し上げます。 
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2024年12月5日 

大阪大学医学部統合薬理学と奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学との共同研究の打ち合わせのため、
日比野 浩教授に奈良医大までおいでいただき、議論を深めました。 
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2024年12月6日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。今週から新5回生の1週ポリクリが始まり、金曜午後は総括＋めまいク
ルズスをさせていただきました。半年振りのポリクリなので週の流れに慣れるまでバタバタしますが、どう
ぞよろしくお願いいたします。  

今年度も「職に寄り添う耳鼻咽喉科」普及活動の一環として、「めまい」を取り上げる方針です。めまい救
急トリアージのコツ、耳鼻咽喉科のきめ細やかなめまい診断学、めまいの手術治療という選択肢、という内
容で魅力的に進めてまいります。  

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2024年12月7日 

昨日、B病棟８階合同忘年会を行いました。 

5年ぶりの開催となり、耳鼻咽喉科、血液内科、腫瘍内科の各先生方、さらに看護師さんだけでなくコメディ
カルもの方等たくさんの関係者にご参加をいただくことができました。 

来年もよろしくお願いいたします。 
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2024年12月13日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスをさせてい
ただきました。総括は慢性中耳炎に対する病巣と鼓室形成術型式、耳硬化症の診断と治療、鼻中隔湾曲症の
症状と手術のコツ、小児睡眠時無呼吸の診断と治療、声帯にできる病変について、しっかりまとめていただ
きました。 めまいクルズスも毎学年微修正を重ねまして、この学年で11回目の改定になりました。回を重ね
るごとに素晴らしい仕上がりになっていると自画自賛しておりますが、ご興味のある先生は是非見学にご来
奈良ください。ということで、本日は大阪大学の関連病院からお2人、伊賀先生と嶋田先生が奈良医大めま
いセンターを見学に来てくれました。 

それでは良い週末をお迎えください。 
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2024年12月19日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は東京出張がありますので、本日木曜午後に新5回生1週ポリクリ
総括+めまいクルズスを、1名欠席の4名に対して実施させていただきました。 

総括は滲出性中耳炎に対する検査診断治療、慢性中耳炎および真珠腫性中耳炎に対する病巣部位と鼓室形成
術型式、鼻腔に存在する腫瘍について診断と治療、顎下部にできる腫瘍について診断と治療について、しっ
かりまとめていただきました。  

めまいクルズスも問診、検査、処置、手術等、触れていただくことを重視して進めています。持ち運び便利
な赤外線フレンツェルを体験してもらいました。 

ここんとこ寒い日が続きますが、元気な週末をお過ごしください。 
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2024年12月24日 

奈良医大では女性研究者・医師支援センター「まほろば」が、妊娠・出産、育児、不妊治療、介護等のライ
フイベントにより、研究時間を十分に確保できない女性研究者・医師に対して、研究支援員を配置してくれ
ます。医大生に占める女性の割合も年々上昇する中、非常に重要な支援制度と考えます。 

当科・森本千裕医師はこの制度を活用して、臨床データ収集、英文論文執筆投稿受理掲載、助教昇進、科研
費獲得という理想的な成果を挙げることができました。研究支援員の亀喜様、ありがとうございました。 
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2024年12月28日 

一昨日、納会をおこないました。 

奈良県でも年末になり、インフルエンザが猛烈な勢いで増えております。医局員も常日頃から、感染対策•健
康管理をおこないながら業務を行なってきました。納会では一年の反省と来年の目標などを医局員で共有い
たしました。 

今年一年ありがとうございました。 

令和7年1月5日までは当直体制、1月6日から通常診療の予定です。来年もよろしくお願いいたします。
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